
6 月にやりたい“準備期間の安全活動” 

今年は、社内だけでなく 社外にも安全をアピールする がポイント。 

 

現場で実際に効果が出ている取り組みをまとめました。 

① 向こう三軒両隣の草むしり・側溝掃除 

日頃お世話になっているご近所さんです、側溝もふたを外し徹底して！ 

• 梅雨前に側溝を徹底洗浄 

• 草むしりで見通し改善 

• 近隣との関係も良くなる 

「掃除は、やったもん勝ち」  気持ちもスッキリしますね(^^♪ 

 

② 役員による“通学時の旗振り” 

地域の小学生の登下校を見守る取り組み。 

• 「おはよう！行ってらっしゃい」 

• 役員が“交通安全タスキ”をつけて立つだけで地域の安心感が段違い(^^♪ 

地域貢献と安全意識の両方が高まります。 

 

③ 家族も巻き込む「安全スローガン募集」 

• 子どもが描く安全ポスター 

• 社内表彰で盛り上がる 

• 家族が“安全の味方”になる 

家庭で安全の話題が出ると、 ドライバー本人の意識が一気に変わります(^_-)-☆ 

 

④ 事務員さん・ご家族の“横乗り体験” 

実際にトラックに乗ってもらうと、 

「思ったより大変なんだね…」 「こんなに気を使って運転してるんだ」 

という声が必ず出ます。 

ドライバーの誇りにもつながる、効果の高い取り組みです(^_-)-☆ 

 

⑤ 協力会社さんへの“安全表彰” 

• 日頃の安全運行への感謝 

• 取引先との関係強化 

• 安全文化の共有 

「うちももっと頑張ろう」と相乗効果が生まれます(^^♪ 

 

どりかむ 21 貨物メルマガ 令和 8 年 6 月 1 日号 

いかがでしょうか どりかむお勧めの 

“もっと知ってもらおう わが社の安全” 

皆さんにも聞いてみましょう、もっといいアイデアがあるかも(^^♪ 

社長も家族も一丸となって 

安全活動！ 

成功の秘訣は 

笑顔 と 感謝の言葉 


